
今日も満席！「学習カフェ」でテスト直前の追い込み
令和8年6月14日　中央公民館

（関連記事16ページ）

議会YouTube
チャンネル登録

➡
議会だより

No.210
令和８年
８月1日発行

自治体と地域住民をつなぐアプリ「マチイロ」に『あぐい議会だより』を掲載しています。

タイトル文字：社会福祉法人相和福祉会 パスピ・98提供



CHECK!

CHECK!

CHECK!

CHECK!

用語説明
※1…町が議会に対して、提出する議案の説明を行うことです。
※2…「付託」とは、議案について、より詳しく審査を行うため、所管の常任委員会に

審査を託すことです。
※3…「所管事務調査」とは、所管する事務について任意に調査することです。
※4…「精読会」では、町が議会に対して、予算・決算について細かく説明を行います。

6/3  開会6/4・5
一般質問

常任委員会

本会議（初日）
議案の提案理由説明※1

6月定例会から一般質問
YouTube配信スタート

P8～14

P4～5

P3

P3～5

6/17  閉会
本会議（最終日）
・各委員会の委員長報告
・議員全員で議案討論、採決

6/8
・議案審議
・議案付託※2

6/13・14
・総務建設委員会
・文教厚生委員会

町の事業全体について執
行状況や考え方・見解な
どを問い、明らかにする。

常任委員会は付託され
た議案について詳しく
調査、審議をすると同
時に、所管事務調査※3

を行うこともある。

3月は来年度予算
9月は前年度決算の
精読会※4が行われる。

条例改正や補正予算など
について審議。

議会に提出された議案などは、開会から閉会までに次のような手続きで審議されます

定例会（3月・6月・9月・12月）

議会の流れ（6月議会）
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同意 農業委員会の委員の任命（順不同）

知崎　剛久 氏（草木）
菅原　秋彦 氏（坂部）
坂部　孝之 氏（白沢）
鈴村みえ子 氏（矢口）

池田　祥徳 氏（草木）
山本　直樹 氏（板山）
佐々木民二 氏（阿久比）
梛野　智博 氏（高岡）

花井　應慈 氏（植）
杉浦惠美子 氏（横松）
神谷　康浩 氏（宮津）

結果

竹
内
　
卓
美

大
村
　
文
俊

伊
東
　
輝
彦

山
本
　
良
輔

鈴
村
　
算
久

小
柳
み
ゆ
き

新
美
三
喜
雄

都
築
　
清
子

廣
瀬
　
　
実

山
本
　
恭
久

瀧
塚
　
政
明

新
美
加
寿
奈

竹
内
　
啓
視

中
村
　
　
仁

件　　　　名

承
認

専決処分の承認を求めることについて（阿久比町国民
健康保険税条例の一部を改正する条例）

保育所職員の人材定着・確保のため保育士配置基準と公定価格を抜本的に改善し、離職しない保育職
場の実現を求める意見書の提出を求める陳情

教職員の長時間過密労働を解消するための実効ある施策をすすめ、年間を通じた教員の未配置を直ち
に解消するための施策を求める意見書の提出を求める陳情

－○○○○○○○○○○×○○ 可決

○：賛成　╳：反対　̶：議長（議長は採決には加わりません）

件
　
　
　
　
　
名

保育等の公定価格の見直しに向けて国への意見書採択を求める陳情
介護報酬および障害福祉サービス等報酬の臨時改定にむけて国への意見書採択を求める陳情
mRNAワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業中止の意見書提出を求める陳情
最低賃金の全国一律化と大幅引き上げ、中小企業支援の拡充と公正取引を求める意見書の提出を求める陳情
愛知県最低賃金の適切な引き上げに愛知県が積極的な役割を発揮することを求める意見書の提出を求める陳情
公契約事業従事者の適正賃金と安定雇用を確保する公契約法の制定を求める意見書の提出を求める陳情
住民の安全・安心を支える行政サービス体制・機能の充実を求める意見書の提出を求める陳情
地方財政の拡充を求める意見書の提出を求める陳情

介護・障害福祉職場の1人夜勤をなくし、複数配置を基準とすることを求める意見書の提出を求める陳情

公立中学校における平和教育及び校外学習の政治的中立性と安全確保を求める陳情

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の

充
実
そ
の
も
の
は
重
要
だ

が
、医
療
保
険
制
度
は
本
来
、

医
療
給
付
を
支
え
る
た
め
の

仕
組
み
で
あ
り
、
医
療
と
は

異
な
る
目
的
の
施
策
の
財
源

を
保
険
税
に
上
乗
せ
す
る
と

い
う
制
度
自
体
に
反
対
で
あ

る
。 可決

新
美
加
寿
奈 

議
員

（
Ｊ
Ｃ
Ｐ
あ
ぐ
い
）

反　
対

「
医
療
」と「
子
ど
も・子
育
て

支
援
」は
目
的
が
異
な
る
た

め
、混
同
し
た
制
度
に
異
議

国
民
健
康
保
険
税

条
例
一
部
改
正

（
専
決
処
分
）

ち さき よし ひさ

すが わら あき ひこ

さか べ たか ゆき

すず むら こ

いけ だ よし のり

やま もと なお き

さ さ き たみ じ

なぎ の ひろとも

はな い まさ ちか

すぎ うら みえ こ

かみ や やす ひろ

■議案／条例等5件、補正予算2件、承認3件、同意案11件

各議員はこう判断！各議員はこう判断！賛否の分かれた議案の審議結果
令和8年 第2回定例会 会期：6月3日～17日

▲令和8年の
全ての議案はこちら

●2月26日から5月27日までの間に、12件の陳情を受付しました。

賛
成

反
対
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見通しが悪くコンパクトに曲がるテクニックが必要（植公民館北）

　
　
事
業
展
望
の
具
体
的

な
見
通
し
は
。

　
　
一
定
の
見
通
し
が
得

ら
れ
た
た
め
位
置
付
け
を

行
っ
た
が
、
不
確
定
な
部

分
が
多
く
、
詳
細
な
説
明

は
差
し
控
え
た
い
。

　
　
ホ
タ
ル
の
生
息
地
に

隣
接
す
る
、
中
部
工
業
団

地
北
側
の
工
業
系
ゾ
ー
ン

で
、
企
業
誘
致
と
自
然
環

境
保
全
を
ど
の
よ
う
に
両

立
す
る
の
か
。

　
　
自
然
環
境
を
保
全
す

る
地
域
と
開
発
を
進
め
る

地
域
を
区
分
し
、
環
境
と

の
調
和
を
図
る
。
工
事
前

調
査
で
ホ
タ
ル
が
確
認
さ

れ
た
場
合
は
、
移
植
な
ど

の
保
護
措
置
を
講
じ
、
事

業
者
に
も
保
全
対
策
を
指

導
す
る
等
の
策
を
講
じ
て

い
く
。

　
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
で
は
、
水
田
の
減
少
に

よ
る
防
災
機
能
の
低
下
を

懸
念
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

町
が
説
明
す
る
調
整
池
と

は
。
　
　
こ
の
調
整
池
は
、
開

発
に
伴
い
区
域
内
に
新
た

に
整
備
す
る
も
の
。
雨
水

流
出
を
抑
え
、
下
流
へ
の

影
響
を
軽
減
す
る
た
め
設

置
す
る
。

　
　
商
業
系
ゾ
ー
ン
の
整

備
は
、
周
辺
の
小
売
店
へ

の
影
響
を
考
慮
し
て
進
め

る
か
。

　
　
現
在
は
、
総
合
計
画

や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
位
置
づ
け
の
段
階

で
あ
り
、
施
設
内
容
や
規

模
、
配
置
は
今
後
検
討
す

る
。
既
存
の
小
売
店
に
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な

が
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

第
６
次
阿
久
比
町
総
合

計
画
基
本
構
想
の
変
更 

こ
ん
な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た

視察レポート アグピー号グリーンライン現地確認

●3路線の運行で、平日の午前中は便数も増加する。
●阿久比川を横切り、東西の便が良くなる。
●植地区は道路が狭く、一層の安全運転を望む。
●狭い曲がり角で「止まれ」の表示が消えている所がある。
●バスの運行をスマホで確認できる「バス・ロケーション・システム」
が導入される予定。

目　的
10月から新たに南部地区
のグリーンラインが追加
運行されることになり、
その安全性の確認をした。

視察を終えて

（
副
委
員
長  

廣
瀬　
実
）

問答問答

問答問答

環境のバロメーターになっている
ホタルと企業の共生を目指す

参照：第６次阿久比町総合計画

土地利用構想図（令和８年６月部分改訂）

総
務
建
設
委
員
会
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町の介護費用額（年度別）

3,422

7,692

8,593

4,870
24,57724,577

3,620

7,561

8,411

5,844

25,46625,466

4,476

7,766

8,350

7,096

27,74727,747

4,817

6,943

8,894

7,513

28,38328,383

4,801

6,627

9,581

7,670
28,67928,679

4,302

6,848

9,819

7,611

28,58028,580

4,239

6,995

9,305

7,734

28,27328,273

4,219

6,975

8,505

8,251

27,95027,950

4,270

6,834

7,798

8,727

27,62927,629

4,233

6,609

7,314

9,168

27,32427,324

33.4%

26.7%

26.8%

33.6%

15歳未満 15歳～40歳未満 40歳～65歳未満 65歳以上

H17年
(2005)

H22年
(2010)

H27年
(2015)

R２年
(2020)

R７年
(2025)

R12年
(2030)

R17年
(2035)

R22年
(2040)

R27年
(2045)

Ｒ32年
（2050）

0
5,000
10,000
15,000
20,000
25,000
30,000
35,000
（人） 今後の人口予想（参照：第９期介護保険事業計画・高齢者福祉計画）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500
百万円

H29 R1 R2 R4 R6

南
部
小
１
人
、
計
24
人
と

な
る
が
予
算
上
25
人
分
と

し
て
い
る
。

　
　
非
喫
食
者
は
、
ア
レ

ル
ギ
ー
と
か
、
宗
教
上
の

理
由
も
あ
る
と
思
う
が
、

こ
の
24
人
の
理
由
は
。

　
　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
、

現
在
、
卵
と
乳
の
２
品
目

に
つ
い
て
除
去
食
の
提
供

を
し
て
お
り
、
先
ほ
ど
述

べ
た
対
象
者
は
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
と
認
識
し
て
い

る
。

　
　
連
携
す
る
介
護
情
報

と
は
。

　
　
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
関
す

る
情
報
が
共
有
さ
れ
る
。

　
今
後
、
要
介
護
認
定
情

報
や
、
住
宅
改
修
、
福
祉

用
具
に
関
す
る
情
報
も
共

有
し
、
利
便
性
を
図
る
予

定
で
あ
る
。

本町の介護費用は年々増加。過去8年間のデータ
から比較して約5億円増えている。（右図参照）

他市町と比較して人口減少は緩やかだが、高齢者
の割合は増えていくので介護費用の負担増が予想
される。将来65歳以上の人口が増え、一方40歳
から64歳までの人口は減り、その割合が逆転す
る。（下図参照）

医療・介護の事業者だけでなく、フレイル予防な
どを実施し健康寿命を伸ばす。また地域包括ケア
システムで互助を活性化し、地域の支えあいで持
続可能な仕組みを構築する。

（
副
委
員
長  

竹
内  

啓
視
）

本町の特徴

視察レポート 本町における介護保険制度の展望と対策

現　状

対　策

　
　
設
計
監
理
費
用
は
。

　
　
設
計
は
、
令
和
７
年

度
に
執
行
済
で
契
約
金
額

は
２
６
４
万
円
。

　
監
理
業
務
委
託
は
今
年

度
２
３
６
万
５
０
０
０
円

で
契
約
し
た
。

　
　
工
事
期
間
が
今
年
度

末
ま
で
と
な
る
の
は
、
な

ぜ
か
。

　
　
便
器
の
洋
式
化
だ
け

で
な
く
、
屋
上
階
か
ら
の

給
水
管
改
修
、
各
ト
イ
レ

ま
で
の
給
排
水
管
の
改
修

等
に
よ
り
、
こ
の
日
程
で

も
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
な
る
。

　
　
ブ
ー
ス
の
大
き
さ
及

び
配
置
の
変
更
は
。

　
　
数
の
変
更
は
な
い
。

　
個
室
の
位
置
は
、
男
子

用
に
つ
い
て
は
北
側
に
、

女
子
用
は
西
側
に
設
け
、

大
き
さ
は
、
お
お
よ
そ
庁

舎
の
個
室
と
同
等
の
サ
イ

ズ
で
あ
る
。

　
　
25
人
分
の
非
喫
食
者

へ
の
交
付
給
付
金
だ
が
、

各
小
学
校
の
対
象
者
数
は
。

　
　
東
部
小
６
人
、
英
比

小
15
人
、
草
木
小
２
人
、

学
校
給
食
運
営
費
の

増
額
38
万
５
０
０
０
円

オ
ア
シ
ス
セ
ン
タ
ー

ト
イ
レ
等
改
修
工
事

中
央
公
民
館
本
館

ト
イ
レ
改
修
工
事

こ
ん
な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た

問答問答

問答

問答問答

問答

介
護
情
報
を
連
携
す
る

た
め
業
務
委
託
す
る

文
教
厚
生
委
員
会
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ぐーさん

ぐーさん

ぐーさん

あーさん

あーさん

あーさん

あーさん

議
会
改
革
調
査

特
別
委
員
会

引
続
き
、精
力
的
に
議
論

を
重
ね
て
き
た
項
目

第
17
回（
３
月
30
日
）か
ら

第
20
回（
５
月
19
日
）ま
で

【
第
４
回　
中
間
報
告
】

㉚
議
事
録
管
理
・
傍
聴
等

㉛
町
議
会
の
広
報
広
聴
の
仕

組
み

32
議
案
説
明
及
び
付
託

33
議
場
カ
メ
ラ
位
置
移
設

34
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と
情
報
発
信

35
委
員
会
視
察

36
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
方
法

を
活
用
し
た
委
員
会
等
の

開
催
要
綱
の
策
定

立法・監視
機能強化

透明性
向上実効性＆

信頼性向上

中央公民館

1F
2F
3F

男性 女性 多目的

中央公民館

1F
2F
3F

男性 女性 多目的

オアシスセンター

1F
2F
3F

男性 女性 多目的

オアシスセンター

1F
2F
3F

男性 女性 多目的

そうなの、6月議会で工事請負契約が可決されて、洋式化
の工事が進められることになったのよ。

足腰に不安のある方にとっても、嬉しいニュースよね。
どれくらい変わるか見てみましょう。

うん、契約金額も中央公民館が6,688万円。
オアシスセンターは8,140万円。

高額だけど、それだけみんなが使いやすくなるってことね。
最近は和式トイレが苦手な人も多いし、私も子どもを連れ
ていくことがあるから、助かるなあ。

やったー！中央公民館とオアシスセンターのトイレが新しくなるんだって。

大掛かりな工事になりそうね～。

こんなに変わるんだ！利用するのが楽しみね！

工事前（Before）

工事後（After）

あーさん
ぐーさんの 知っとく情報

～トイレがグッと使いやすくなります～～トイレがグッと使いやすくなります～
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令和7年12月定例会
5歳児健診を生かし切れ目ない支援を

令和8年4月～
①月に1回実施
②多職種による相談体制で実施

ど
う
な
っ
た

関係機関との調整や予算措置が
伴うが、令和8年4月からの実施
を目指して事務を進めている。

小学校入学を見据え、
保護者の育児に関す
る困りごとや心配ご
とにも対応する。

令和8年度からの5歳児健診実施
について、本町の見解は。

東部小の設置例（地元企業の寄贈）

こども家庭庁HPより

●健診の目的
　子どもの健康な成長と発達を見守り、
より良くすること。また課題を早期
に発見し、必要な支援につなぐこと。

令和7年9月定例会
子どもの冷却グッズ用冷凍庫の設置

令和8年4月～
ウオーターサーバーを設置
（小中学校に、計11台）

ど
う
な
っ
た

学校現場の意見も傾聴し、検討し
ていく。

下校時に使用できるよう、冷却
グッズの冷却・保管用の冷凍庫設
置についての見解は。

他市町の冷凍庫導入例

学校現場の意見は、熱中症対策として、
ウオーターサーバーの設置を希望した。

5歳児
と

保護者

医師

保健師

看護師

臨床心理士

言語聴覚士

保育士

追跡
レポート どうなった！どうなった！あの答弁はあの答弁は
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一般質問は、町政全般にわたって、執行機関（町側）に疑問点をただすものです。
事前に議長に通告した内容を、受付順に本会議場で質問します。
質疑の概要については質問者が要約し、編集委員が校正しています。

今回の傍聴人数 延べ 45人
（６月定例会）

各議員が質問した記事に関連するSDGsの
目標アイコンを掲載しています。

YouTube
配信はこちら
YouTube
配信はこちら

各議員の
通告書はこちら
各議員の

通告書はこちら

ページ 議 員 名 質 問 項 目

９

10

11

12

13

14

つ づ き
都築　

きよ こ
清子

たけうち
竹内　

ひろ し
啓視

やまもと
山本　

りょうすけ
良輔

たきづか
瀧塚　

まさあき
政明

１．阿久比スポーツ村の今後
２．都市公園等の整備

１．人口減少社会への対応

１．倒木被害予防
２．読み書きに困難を抱える子への支援
１．廃棄物・再生資源物屋外保管事業場と住環境の保全
２．国民健康保険事業の今後

１．小学生の登下校時における安全確保について

１．町長の町政運営

にい み み き お
新美三喜雄

にい み か ず な
新美加寿奈

傍聴席へどうぞ
次の定例会は 9月2日㈬開会
午前10：00～開催予定です。日程は変更になる場
合があります。詳しくは阿久比町ホームページの議
会事務局お知らせをご覧ください。一般質問は毎回
翌日以降にCACで放送されています。

●電話 : 0569-48-1111（代表）
●FAX : 0569-48-1711
●E-mail : gikai＠town.agui.lg.jp

議会へのご意見・期待・要望や地区の出来事・
自慢等お寄せください。応募は、議会事務局まで。

皆様からのご意見や議会だより
原稿を募集しています！

皆様からのご意見や議会だより
原稿を募集しています！

…総務部長 …民生部長 …建設経済部長 …教育部長
…町長 …副町長 …教育長

ここが
聞きたい 町政を問う町政を問う

一般質問一般質問
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緑
の
基
本
計
画
（
令
和
３

年
策
定
）
に
よ
れ
ば
、
都
市

公
園
の
面
積
は
、
町
民
一
人

当
た
り
２
・
３
㎡
と
な
っ
て

い
る
。

県
内
で
も
少
な
く
地
域
バ

ラ
ン
ス
の
不
均
衡
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　
都
市
公
園
等
の
整
備
に

は
、
毎
年
１
０
０
０
万
円
か

ら
２
０
０
０
万
円
し
か
計
上

さ
れ
て
い
な
い
。
ふ
れ
あ
い

の
森
や
広
域
的
な
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
ス
ポ
ー
ツ

村
の
整
備
も
重
要
だ
が
、
都

市
公
園
等
の
整
備
も
バ
ラ
ン

ス
良
く
予
算
配
分
さ
れ
る
べ

き
。

　
　
今
後
の
公
園
施
設
整

備
に
関
し
て
は
、
真
に
必
要

と
な
る
公
園
施
設
に
重
点
を

置
き
、
整
備
の
進
捗
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
村
は
、
広
域

的
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

対
応
し
た
緑
地
と
し
て
の
機

能
が
あ
る
が
、
緑
地
と
し
て

の
保
全
を
ど
の
よ
う
に
取
組

ん
で
い
く
の
か
。

　
　
可
能
な
限
り
緑
地
を

確
保
し
、
適
切
な
維
持
管
理

に
よ
り
保
全
す
る
。

令
和
８
年
度
に
策
定
予
定

の
「
阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村
整

備
基
本
構
想
」
が
決
定
し
て

い
な
い
中
、
交
流
セ
ン
タ
ー

が
オ
ー
プ
ン
し
た
令
和
４
年

度
以
降
、
プ
ー
ル
関
係
や
陸

上
競
技
場
等
の
ス
ポ
ー
ツ
関

係
施
設
の
更
新
等
に
よ
り
、

当
初
、
約
13
億
円
あ
っ
た
阿

久
比
ス
ポ
ー
ツ
村
整
備
基
金

の
残
高
が
４
億
円
余
り
と
な

っ
て
い
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
村
整
備
基
本

構
想
の
た
め
に
発
足
し
た

「
未
来
を
つ
く
る
対
話
会
」の

進
捗
状
況
は
。

　
　
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
対
話
会
、
意
向

調
査
の
結
果
を
受
け
て
、
３

つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。

①
日
常
的
に
寄
り
添
う
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク

②
知
多
半
島
の
次
世
代
ア
ス

リ
ー
ト
の
育
成
拠
点

③
野
球
の
歴
史
を
未
来
に
つ

な
ぐ
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

　
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
は
、

利
用
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
ほ
ど
設
備
は
膨
張
し
、
維

持
管
理
費
の
増
加
等
が
ブ
レ

ー
キ
と
な
る
。

ど
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
か
。

　
　
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
方
式
に
よ
り
、
公
募
に

よ
り
多
様
な
立
場
の
方
々
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
将
来

の
ス
ポ
ー
ツ
村
の
あ
り
方
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
今
後
の
設
備
保
全
・
維

持
管
理
費
の
増
大
が
気
に
な

る
が
、
予
算
の
歯
止
め
は
。

　
　
今
後
も
施
設
の
経
年

劣
化
に
よ
る
老
朽
化
対
策
は
、

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

財
政
的
負
担
は
看
過
で
き
な

い
状
況
に
あ
る
。

　
使
用
料
や
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
等
に
よ
る
収
入
と
、

設
備
管
理
費
等
に
か
か
る
支

出
の
バ
ラ
ン
ス
は
。

　
　
令
和
７
年
度
の
施
設

使
用
料
は
、
約
８
４
３
万
円
、

維
持
管
理
費
は
８
８
０
０
万

円
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

支
出
が
収
入
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
、
既
存
施
設
の

有
効
活
用
、
利
用
率
の
向
上
、

官
民
連
携
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
等
に
よ
る
財
源
確
保
の

可
能
性
を
検
討
す
る
。

　
陸
上
競
技
場
や
野
球
場

は
町
外
の
利
用
者
が
多
い
。

反
面
、
交
流
セ
ン
タ
ー
や
他

の
施
設
は
、
町
民
の
利
用
が

多
い
。

町
内
外
を
問
わ
ず
、
利
用

促
進
を
図
る
た
め
の
方
策
は
。

　
　
日
常
的
に
立
寄
れ
る

機
能
を
充
実
さ
せ
る
一
方
で
、

施
設
を
活
か
し
た
大
会
や
試

合
の
利
用
に
加
え
、
か
つ
て

の
プ
ロ
野
球
二
軍
準
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
球
場
と
し
て
の
歴

史
や
イ
ベ
ン
ト
を
組
合
わ
せ

て
来
訪
の
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
努
め
る
。

都
市
公
園
等
の
整
備

重
点
を
置
い
て
整
備
の
進
捗
を
図
る

阿久比スポーツ村の今後
官民連携により利用率の向上と財源確保を検討

新美三喜雄 議員
（新済会）

にい み み き お

フェンスは壊れベンチもない都市公園（宮津公園）

あらゆる年齢のすべての人々のけんこうてきな生活を
確保し、福祉を促進する

すべての人に健康と福祉を
包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居
住を実現する

住み続けられるまちづくりを

問問 答

問答

問

答

問

答

問答

問答

答
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勢
の
影
響
か
ら
、
コ
ス
ト
の

見
通
し
が
難
し
い
状
況
で
あ

り
、今
後
、適
正
な
使
用
料
の

徴
収
に
つ
い
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
介
護
の
需
要
は
ま
す
ま

す
増
加
す
る
が
、
そ
れ
を
支

え
る
現
役
世
代
は
減
少
し
て

い
る
。今
後
、持
続
可
能
な
介

護
体
制
を
ど
の
よ
う
に
構
築

し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
国
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
介
護
度
の
重
度
化

を
抑
制
し
、
介
護
給
付
費
の

増
加
に
よ
る
介
護
保
険
料
の

急
激
な
上
昇
を
避
け
る
た
め
、

介
護
予
防
施
策
や
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推

進
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

　
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ

る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
今

後
ど
の
よ
う
な
子
育
て
施
策

に
重
点
を
置
い
て
い
く
の
か
。

　
　
　
現
在
本
町
に
住
ん

で
い
る
方
が
、
今
後
も
住
み

続
け
た
い
と
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
事
業
を
展
開
す

る
。子
育
て
世
帯
に
寄
り
添

い
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
事
業
を
実
施

し
て
い
く
。

　
本
町
が
移
住
先
と
し
て

選
ば
れ
る
た
め
に
、
近
隣
市

町
と
の
差
別
化
を
ど
う
図
っ

て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
町
の
魅
力
を
発

信
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取

り
組
み
移
住
施
策
を
進
め
て

き
た
。

近
隣
市
町
よ
り
も
魅
力
の

あ
る
町
で
あ
る
こ
と
を
発
信

し
、
本
町
の
特
徴
を
活
か
し

た
定
住
施
策
も
合
わ
せ
人
口

減
少
対
策
を
進
め
て
い
く
。

人
口
減
少
は
人
数
の
問
題

で
は
な
く
、
地
域
の
担
い
手

不
足
に
よ
る
支
え
合
い
機
能

の
低
下
、経
済
規
模
の
縮
小
、

公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
維
持
管
理
の
問
題
、
社
会

保
障
費（
介
護
保
険
等
）の
増

加
な
ど
、
自
治
体
運
営
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
影
響
を
及
ぼ

す
構
造
的
な
課
題
で
あ
る
。

今
後
は
、「
人
口
が
減
少
す

る
こ
と
」
を
前
提
と
し
た
行

政
運
営
へ
と
転
換
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
人
口
減
少
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
、
今
後
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
子
育
て
世
代
を
中

心
に
人
口
が
増
加
し
た
が
、

今
後
は
減
少
傾
向
が
続
い
て

い
く
と
認
識
し
て
い
る
。

地
方
創
生
総
合
戦
略
を
策

定
し
、
さ
ら
に
進
行
す
る
と

見
ら
れ
る
人
口
減
少
局
面
に

対
応
し
て
い
く
。

　
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
つ
い
て
の
維
持
管
理

費
は
引
き
続
き
必
要
と
な
る
。

今
後
、
施
設
の
統
廃
合
や
機

能
集
約
な
ど
も
含
め
、
ど
の

よ
う
な
対
応
で
進
め
て
い
く

の
か
。

　
　
　
施
設
等
の
長
寿
命

化
を
図
り
、
現
在
の
規
模
と

配
置
を
維
持
し
て
い
く
が
、

長
期
的
に
は
統
廃
合
等
を
検

討
し
て
い
く
。国
内
外
の
情

人口減少社会への対応
地方創生総合戦略を策定し実施する

竹内　啓視 議員
（幸福実現党）

たけうち ひろ し

問

答問答

問答

問答問答

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居
住を実現する

住み続けられるまちづくりを

阿久比町
地方創生総合戦略

あぐいらしい風景と
暮らしづくり読本

子育て支援などで選ばれるまちに子育て支援などで選ばれるまちに

町のHPにデジタル版が
あります
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＊
定
期
巡
回
に
お
け
る
主
な
着
眼
点

文
字
の
読
み
書
き
に
限
定

し
た
困
難
が
あ
る
「
発
達
性

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
」（
注
１
）

は
会
話
や
知
的
能
力
に
問
題

が
な
い
た
め
周
囲
や
家
族
か

ら
も
気
づ
か
れ
に
く
い
の
が

特
徴
。

授
業
に
つ
い
て
い
く
こ
と

が
困
難
で
、
学
習
意
欲
の
低

下
や
自
信
の
喪
失
に
な
り
や

す
い
。
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
が

あ
れ
ば
大
幅
に
軽
減
で
き
る
。

　
小
中
学
校
で
読
み
書
き

が
困
難
な
児
童
生
徒
数
の
把

握
。
　
　
は
っ
き
り
と
し
た
診

断
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
完
全

な
把
握
は
難
し
い
。
概
数
と

し
て
５
名
。

　
保
護
者
・
学
校
・
教
育

委
員
会
が
連
携
し
て
支
援
に

つ
な
げ
る
た
め
の
手
段
。

　
　
町
立
園
で
は
、
年
長

児
の
読
み
書
き
に
触
れ
る
活

動
の
中
で
気
に
な
る
子
の
把

握
に
努
め
、
特
別
支
援
教
育

指
導
員
が
保
護
者
と
の
就
学

相
談
を
実
施
し
、
個
別
最
適

な
支
援
に
繋
い
で
い
る
。

小
中
学
校
で
は
、
診
断
が

な
く
て
も
普
段
の
学
校
生
活

の
中
で
、
学
習
障
害
が
疑
わ

れ
る
場
合
は
特
別
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
特
別
支
援

教
育
指
導
員
と
相
談
し
保
護

者
面
談
の
際
に
担
任
か
ら
声

掛
け
を
し
て
い
る
。
教
育
相

談
員
の
巡
回
指
導
に
お
い
て
、

支
援
方
法
に
つ
い
て
助
言
し

て
い
る
。

　
理
解
の
た
め
の
教
員
の

研
修
は
ど
の
よ
う
に
実
施
し

て
い
る
か
。

　
　
令
和
６
年
度
に
研
修

会
を
開
催
、講
演
会
に
出
席
。

令
和
７
年
度
か
ら
は
、
読
み

書
き
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

の
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　
早
期
に
発
見
す
る
た
め

に
就
学
時
検
診
・
入
学
時
の

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
は
。

　
　
就
学
時
健
診
、
入
学

当
初
の
検
査
実
施
に
つ
い
て

は
先
生
方
の
理
解
と
協
力
体

制
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
早
期
発
見
・
早
期
支
援

に
成
果
を
上
げ
て
い
る

「
T
s
u
k
u
b
a
モ
デ
ル
」

（
注
２
）
の
導
入
。

　
　
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
必
要

な
研
修
を
受
講
し
、
検
査
結

果
に
対
し
て
、
夏
休
み
中
の

ひ
ら
が
な
練
習
に
保
護
者
の

協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
２
学
期
以
降
に
該

当
児
童
が
目
覚
ま
し
い
習
得

を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

成
果
は
先
生
の
授
業
中
の
支

援
・
負
担
が
減
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
た
め
、
先
生
方
の

意
識
の
醸
成
を
促
せ
る
よ
う

学
校
に
相
談
を
し
て
い
く
。

発
達
し
た
低
気
圧
や
季
節

外
れ
の
強
風
が
頻
発
し
全
国

で
倒
木
に
よ
る
被
害
が
相
次

い
で
お
り
、
人
的
被
害
に
直

結
す
る
重
大
な
危
険
を
も
た

ら
し
安
全
確
保
が
求
め
ら
れ

る
。

　
目
視
で
確
認
す
る
基
準
。

　
　
　
　

・
道
路　
樹
木
の
腐
食
や
折

れ
。

・
公
園
内　
傾
き
な
ど
外
見

上
の
異
常
の
有
無
。

・
学
校
敷
地
内　
根
元
や
幹

の
低
い
位
置
に
キ
ノ
コ
類

の
生
育
の
有
無
、
幹
の
空

洞
や
亀
裂
、
全
く
葉
の
つ

い
て
い
な
い
枝
な
ど
。

　
倒
木
と
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

倒
壊
リ
ス
ク
を
持
つ
対
象
を

一
体
的
に
相
談
・
点
検
・
診

断
・
予
防
的
な
撤
去
・
伐
採

費
用
助
成
な
ど
を
含
む
包
括

的
な
安
全
対
策
事
業
の
拡
充

は
。
　
　
　
工
作
物
で
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
は
、
地
震
時
の

倒
壊
防
止
を
目
的
に
解
体
費

を
補
助
し
て
い
る
が
、
自
然

物
で
あ
る
樹
木
は
、
民
法
で

は
所
有
者
も
し
く
は
管
理
者

に
維
持
管
理
の
責
務
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。

現
時
点
で
は
一
体
的
に
扱

う
こ
と
は
困
難
と
考
え
る
。

当
面
の
間
は
国
や
県
の
動
向

を
注
視
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

読み書きに困難を抱える子への支援
学校現場の理解と協力体制が不可欠

都築　清子 議員
（公明党）

つ づ き きよ こ

倒
木
被
害
予
防

腐
食
や
幹
の
空
洞
・
亀
裂
な
ど
確
認

全ての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提
供し、生涯学習の機会を促進する

質の高い教育をみんなに
気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を
講じる

気候変動に具体的な対策を

問答

問

問答

問答

答問答問答

問答

（注 1）発達性ディスレクシア
先天性の脳の機能の発達に問題が生じて起こる学習
障害。環境によって起こるものではない。

（注２）Tsukuba（つくば）モデル
筑波大学元教授宇野彰氏の指導による小学１年生で
「ひらがな読み書き100％達成」を目指し、支援を
行う教員は指導法の研修を受講する。

国
土
交
通
省　
道
路
局

「
街
路
樹
点
検
の
実
施
促
進
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」よ
り
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全
国
の
都
市
郊
外
で
は
、

一
部
の
施
設
に
お
け
る
廃
棄

物
や
再
生
資
源
物
の
不
適
切

な
屋
外
保
管
を
め
ぐ
っ
て
住

民
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。

町
内
に
も
13
カ
所
ほ
ど
の
廃

棄
物
・
再
生
資
源
物
屋
外
保

管
場
（
以
下
、屋
外
保
管
場
）

が
把
握
さ
れ
て
お
り
、
景
観

悪
化
や
環
境
問
題
へ
の
対
応
、

住
環
境
を
守
る
た
め
の
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
屋
外
保
管
事
業
場
に
つ

い
て
、
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
相
談
や
意
見
・
要
望
は
。

　
　
　

・
金
属
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な

ど
の
山
積
み

・
野
ざ
ら
し
で
の
長
期
間
放

置
に
伴
う
廃
液
流
出
に
よ

る
河
川
や
た
め
池
な
ど
の

汚
染

・
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
の
通
行

に
よ
る
事
故
の
懸
念

・
景
観
の
悪
化　
な
ど
。

　
近
隣
住
民
へ
の
丁
寧
な

情
報
提
供
や
説
明
は
。

　
　
地
元
区
長
や
近
隣
住

民
の
方
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、

説
明
会
の
実
施
を
働
き
か
け

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
屋
外
保
管
事
業
場
に
て

大
型
車
両
の
出
入
り
口
が
通

学
路
に
面
し
て
い
る
場
合
の

生
徒
の
安
全
の
確
保
は
。

　
　
土
地
開
発
行
為
に
関

す
る
指
導
と
し
て
、
通
学
路

が
隣
接
す
る
場
合
は
、
事
業

者
に
留
意
す
る
よ
う
示
し
て

い
る
。
登
下
校
時
の
安
全
に

つ
い
て
は
、
学
校
を
通
じ
て

交
通
安
全
指
導
を
徹
底
す
る

と
と
も
に
登
下
校
時
に
は
特

に
安
全
に
留
意
す
る
よ
う
民

間
事
業
者
に
お
願
い
し
て
い

く
。

　
屋
外
保
管
事
業
場
に
つ

い
て
、
現
行
法
令
の
み
で
住

環
境
保
全
上
の
課
題
に
対
応

可
能
か
。

　
　
再
生
資
源
物
は
「
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
」
上
の
廃
棄
物
に

該
当
し
な
い
こ
と
が
あ
り
、

保
管
に
つ
い
て
規
制
す
る
法

令
が
な
く
、
収
集
運
搬
に
つ

い
て
も
許
可
が
不
要
で
あ
る

現
行
法
令
で
、
住
民
の
生
活

環
境
保
全
上
の
課
題
に
十
分

な
対
応
が
で
き
な
い
と
考
え

て
い
る
。

　
町
独
自
で
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
や
条
例
等
を
制
定
す
る
考

え
は
。
　
　
法
律
の
改
正
や
厳
格

な
適
用
、
国
に
よ
る
一
律
規

制
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
町
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
や
条
例
を
制
定
す
る
考

え
は
な
い
。

国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、

そ
の
運
営
を
市
町
村
が
担
っ

て
い
た
が
、
平
成
30
年
か
ら

都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責

任
主
体
と
な
り
、
愛
知
県
で

は
令
和
11
年
度
ま
で
に
県
標

準
税
率
に
統
一
す
る
方
針
が

示
さ
れ
て
い
る
。
社
会
構
造

等
が
変
化
し
、
無
職
者
や
被

用
者
（
非
正
規
雇
用
者
）
が

８
割
近
く
を
占
め
る
こ
と
と

な
っ
た
（
上
表
）
こ
の
制
度

の
持
続
可
能
性
が
、
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
被
保
険
者
数
の
推
移
。

　
　
人
口
減
少
、
団
塊
の

世
代
が
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
順
次
移
行
し
た
こ
と
、

社
会
保
険
へ
の
加
入
要
件
が

緩
和
さ
れ
た
こ
と
で
、
被
保

険
者
は
こ
こ
５
年
間
で
急
激

に
減
少
し
て
い
る
。
今
後
も

減
少
が
続
く
見
込
み
で
あ
る
。

　
被
保
険
者
の
年
齢
構

成
・
所
得
構
成
の
変
化
。

　
　
被
保
険
者
の
半
数
を

前
期
高
齢
者
が
占
め
て
い
る
。

低
所
得
層
の
割
合
が
高
く
、

低
所
得
に
よ
る
軽
減
対
象
世

帯
は
全
体
の
51
・
７
％
。

　
国
保
税
負
担
軽
減
の
た

め
の
本
町
の
取
組
。

　
　
医
療
費
の
適
正
化
と

歳
入
確
保
に
取
組
み
、
国
保

税
の
負
担
抑
制
を
図
っ
て
い

る
。

問答

問答問答

スクラップヤードと住環境を考える
国の法改正と厳格な適用が必要

新美加寿奈 議員
（JCPあぐい）

にい み か ず な

国
民
健
康
保
険
事
業
の
今
後

自
立
し
た
国
保
財
政
の
確
立
を
目
指
す

問答

問答問答

問問 答

答

あらゆる年齢のすべての人々のけんこうてきな生活を
確保し、福祉を促進する

すべての人に健康と福祉を 包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居
住を実現する

住み続けられるまちづくりを
持続可能な生産消費形態を確保する
つくる責任つかう責任

環境省は令和８年４月に「廃棄物処理法等の一部を
改正する法律案」を閣議決定し、国会へ提出した。
環境省は令和８年４月に「廃棄物処理法等の一部を
改正する法律案」を閣議決定し、国会へ提出した。0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

S40年度 S50年度 S60年度 H7年度 H17年度 H22年度 H27年度 R2年度

職業別世帯数構成割合の年度別推移

農
林
水
産
業

そ
の
他
の
自
営
業

被
用
者

そ
の
他
の
職
業

無
職

42.1

25.4

19.5

6.4
6.6

23.3

32.0

31.4

4.9
8.4

13.5

30.1

28.7

4.1

23.7

8.1

23.0

23.8

2.62.6

42.5

4.6

17.8

31.2

2.72.7

43.6

3.13.1
15.5

35.3

5.2

40.8

2.52.5
14.5

34.1

4.8

44.1

2.32.3
16.6

33.2

4.3

43.5

➡（
出
典
）
環
境
省
：
報
道
発
表
資
料
「
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
」
の
閣
議
決
定
に
つ
い
て

➡
厚
労
省
保
健
局
「
国
民
健
康
保
険
実
態
調
査
報

告
（
令
和
３
年
度
）」
を
加
工
し
て
作
成

※QRコードから
　ご覧になれます
※QRコードから
　ご覧になれます
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近
年
、
全
国
各
地
に
お
い

て
登
下
校
中
の
交
通
事
故
や

児
童
を
狙
っ
た
声
か
け
・
不

審
者
事
案
が
継
続
的
に
発
生

し
て
い
る
。

特
に
小
学
校
低
学
年
児
童

は
、
危
険
予
測
能
力
や
交
通

判
断
能
力
が
未
成
熟
で
あ
り
、

通
学
時
の
安
全
確
保
は
自
治

体
・
教
育
委
員
会
に
と
っ
て

重
要
な
課
題
で
あ
る
。

一
方
で
集
団
登
校
の
見
直

し
や
個
別
登
校
を
進
め
る
学

校
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ

の
安
全
性
に
つ
い
て
十
分
な

説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は

言
い
が
た
い
。

　
教
育
委
員
会
は
、
小
学

生
の
登
下
校
時
に
お
け
る
安

全
確
保
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
基
本
方
針
を
持
っ
て
い

る
か
。

　
　
　
法
律
に
基
づ
い
て
、

登
下
校
の
安
全
確
保
の
責
任

は
基
本
的
に
は
保
護
者
に
あ

る
と
考
え
る
。

帰
宅
後
の
子
ど
も
の
行
動

は
、
保
護
者
が
責
任
を
も
っ

て
管
理
す
る
。

学
校
は
、通
学
路
の
設
定
、

登
下
校
の
安
全
指
導
を
徹
底

す
る
。

自
治
体
が
、
道
路
イ
ン
フ

ラ
を
整
え
、学
校
と
保
護
者
、

地
域
が
協
力
し
て
安
全
確
保

に
努
め
る
。

　
登
下
校
時
の
安
全
管
理

に
対
す
る
基
本
認
識
に
つ
い

て
、
特
に
低
学
年
児
童
の
危

険
予
測
能
力
や
交
通
判
断
能

力
の
未
熟
性
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　
　
大
人
に
比
べ
て
視

野
が
狭
く
、
横
方
向
か
ら
近

づ
く
車
両
に
気
付
き
難
い
。

集
中
す
る
と
周
り
が
見
え
な

く
な
る
空
間
認
知
能
力
が
十

分
発
達
し
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
特
性
に
基
づ

き
、
発
達
段
階
に
合
わ
せ
た

指
導
が
必
要
で
あ
る
。

　
個
別
登
校
を
実
施
し
て

い
る
学
校
や
試
験
導
入
し
た

学
校
に
お
い
て
、
集
団
登
校

に
比
べ
安
全
性
が
維
持
ま
た

は
向
上
し
た
こ
と
を
示
す
客

観
的
デ
ー
タ
は
存
在
す
る
か
。

　
　
　
本
町
独
自
の
客
観

的
デ
ー
タ
は
持
っ
て
い
な
い
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
児
童
の
登

下
校
時
の
安
全
性
向
上
を
図

っ
て
い
く
考
え
か
。

　
　
　
会
議
に
お
い
て
登

下
校
時
の
安
全
性
向
上
に
つ

な
が
る
よ
う
、
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
の
設
置
な
ど
を
関
係
機

関
に
働
き
か
け
る
。

「
子
ど
も
た
ち
の
リ
ス
ク

を
い
か
に
減
ら
す
か
」
と
い

う
思
い
は
同
じ
で
、
保
護
者

と
地
域
の
意
向
を
十
分
考
慮

し
た
う
え
で
総
合
的
に
判
断

す
る
も
の
と
考
え
る
。

児童の登下校時の安全確保は
安全確保の責任は保護者にある

山本　良輔 議員
（新風会）

やまもと りょうすけ

個別登校の様子個別登校の様子 集団登校の様子集団登校の様子

全ての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提
供し、生涯学習の機会を促進する

質の高い教育をみんなに

問答

問答

問答問

答

要旨：登下校は学校の管理下
ではない。
しかし、子どもの安全
を考え集団登下校とい
う方法をとる。

参考：岩倉市五条川小学校HPより
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田
中
町
政
の
成
果
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
夢
の
あ
る
新

し
い
阿
久
比
町
を
実
現
さ
せ

る
た
め
、
任
期
満
了
後
も
引

き
続
き
町
政
運
営
に
取
り
組

む
意
思
。

　
　
　
対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
も
多
く
、
夢

の
途
中
で
も
あ
る
。
課
題
に

向
き
合
い
町
民
の
満
足
度
の

向
上
を
図
り
、
今
後
も
事
業

を
進
め
て
い
く
責
任
と
情
熱

は
一
層
増
し
て
い
る
。
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
は
誰
に
も
負
け

な
い
。
町
民
の
理
解
を
い
た

だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
引
き

続
き
町
政
の
か
じ
取
り
役
と

し
て
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

「
夢
」
に
向
か
っ
て
、「
最
高

の
景
色
」
を
見
せ
ら
れ
る
よ

う
、町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、

心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、「
住

み
続
け
た
い
調
和
の
と
れ
た

町
、
に
ぎ
わ
い
と
活
気
の
あ

る
町
」
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ

る
た
め
、
持
て
る
力
を
発
揮

し
、
町
政
の
発
展
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

第
６
次
阿
久
比
町
総
合
計

画
の
目
指
す
べ
き
ま
ち
の
将

来
像
「
輝
く
子
ど
も
た
ち
を

み
ど
り
が
包
む
ま
ち
・
あ
ぐ

い
」
の
実
現
に
向
け
、
４
つ

の
ま
ち
づ
く
り
施
策
を
公
約

と
し
て
、
未
来
あ
る
調
和
の

と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
　
町
長
が
公
約
と
し
た
４

つ
の
ま
ち
づ
く
り
施
策
の
成

果
と
今
後
の
展
望
。

①
教
育
の
ま
ち
づ
く
り

②
に
ぎ
わ
い
と
活
気
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

③
住
み
続
け
た
い
調
和
の
と

れ
た
ま
ち
づ
く
り

④
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
　
　
　

①
幼
保
小
中
一
貫
教
育
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
外
国
語
と
体

力
向
上
に
取
り
組
む
柱
を

新
設
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
も
推
進
し
、
必
要
な

合
理
的
配
慮
を
行
な
っ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
は
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
第

２
期
に
向
け
、
す
べ
て
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
更
新

す
る
整
備
を
行
な
っ
て
い

る
。
熱
中
症
対
策
は
中
学

校
体
育
館
、
ア
ザ
レ
ア
ホ

ー
ル
、
武
徳
館
、
４
小
学

校
体
育
館
の
空
調
設
置
に

順
次
着
手
し
た
。
通
院
と

入
院
に
係
る
医
療
費
助
成

を
高
校
生
年
代
ま
で
拡
張

し
た
。

②
第
６
次
町
総
合
計
画
基
本

構
想
の
変
更
と
部
分
改
定

予
定
の
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
で
、
新
た
な
産

業
系
市
街
地
に
草
木
地
区

と
卯
坂
地
区
の
２
地
区
を
、

商
業
系
市
街
地
に
役
場
南

地
区
を
位
置
づ
け
た
。
駅

東
へ
の
利
便
性
の
向
上
と

オ
ア
シ
ス
大
橋
の
渋
滞
緩

和
の
道
路
計
画
は
、
予
備

設
計
ま
で
終
了
。
ロ
ー
タ

リ
ー
設
計
な
ど
を
進
め
駅

の
利
便
性
向
上
を
目
指
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
、
交
流

セ
ン
タ
ー
の
屋
内
プ
ー
ル

を
温
水
化
整
備
。
ト
ラ
ッ

ク
改
修
と
天
然
芝
生
化
工

事
が
完
了
す
る
陸
上
競
技

場
は
、９
月
開
催
の
愛
知・

名
古
屋
２
０
２
６
ア
ジ
ア

競
技
大
会
の
サ
ッ
カ
ー
競

技
練
習
会
場
で
使
用
。「
阿

久
比
ス
ポ
ー
ツ
村
整
備
基

本
構
想
」
を
策
定
し
、
潜

在
的
な
施
設
能
力
を
最
大

限
に
生
か
し
、
気
楽
に
集

い
、
憩
え
る
施
設
と
し
て

い
く
。

③
都
市
計
画
道
路
名
古
屋
半

田
線
な
ど
主
要
道
路
の
早

期
完
了
と
事
業
化
を
実
現

で
き
る
よ
う
県
に
対
し
強

く
要
望
し
、
連
携
協
力
を

し
て
い
く
。
循
環
バ
ス
ア

グ
ピ
ー
号
は
10
月
か
ら
、

３
路
線
に
増
便
し
、
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
実
証
実

験
を
始
め
る
。
効
率
的
、

効
果
的
な
行
政
運
営
の
た

め
、機
構
改
革
も
行
っ
た
。

④
令
和
５
年
度
か
ら
小
学
校

区
単
位
で
、
地
域
と
連
携

協
力
し
た
防
災
訓
練
を
実

施
。
ま
た
、
愛
知
県
や
関

係
団
体
と
構
築
し
た
防
災

連
携
の
関
係
性
を
継
続
し
、

防
災
力
向
上
を
図
っ
て
い

く
。

町長の町政運営
引き続き町政の発展に取り組む

瀧塚　政明 議員
（志雄会）

たきづか まさあき

問答

問答

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居
住を実現する

住み続けられるまちづくりを

土地利用構想図（令和8年6月部分改訂）土地利用構想図（令和8年6月部分改訂）

第
６
次
阿
久
比
町
総
合
計
画

よ
り
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Agui Parliamentary news

どんどん変わるスポーツ村 利用者の声

　阿久比スポーツ村は、町のみなさんが気持ちよく使えるよう、これまで大きな整備を続け
てきました。だからこそ、「実際に使っている人の声を大切にしたい」と思い、今回の取材
を行いました。
　みなさんの声を、これからのスポーツ村づくりに役立てるように提言します。

安間 湧飛 くん  安間 佑騎 さん（坂部）
あん ま あん まわく と ゆう き

山本 知美 さん（宮津山田）
やまもと さと み竹内 寧敏 さん（白沢）

たけうち

小川由貴子 さん（陽なたの丘）
お がわ ゆ き こ

やすとし

・親子で楽しく利用している。
・混雑なく、ゆったり使える。
・ロッカールームが狭い。
・水着脱水機やシャワーが　
ほしい。

・数年前から利用している。
・1回ごとの利用料金で使えるの
が便利だし200円とお値打ち。
・筋トレ機器が多種類で使いや
すい。
・機器が新しくなることを知り、
さらに楽しみが増えた。

・以前から利用している。交流センターの前は
クラブハウスにトレーニング室があり、そこ
は光と景色がとてもよく、気持ちよく歩いた
り走ったりできた。（今は、それができなく
てちょっと残念）
・シャワーが欲しい。料金はお手頃で良い。

・週1～2回利用、健康づくりに役立つ。
・料金がお手頃で続けやすい。
・スタッフが親切で安心して利用できる。
・水質が他市町よりきれいで気持ちいい。

・子どもと一緒に安心して利用できる。
・安全に見守れるので使いやすい。
・お風呂があるとさらに嬉しい。
・シャワー設置予定はとてもありがたい。

令和7年4月から通年利用可能

機器が更新されるトレーニング室

女性 40代 町内在住

みんなのひとことみんなのひとこと

15



　「学習カフェ」は、テスト前一週間程、
中央公民館で、大学生や高校生の学習
支援ボランティアと地域のスタッフが、
学習サポートを行い、テスト勉強に取
り組める場所です。

　また家庭や学校以外の「第３の居場
所」として、安心して過ごせる環境づ
くりを大切にし、学習支援ボランティ
アに気軽に質問ができ、日常的な会話
も生まれ、地域の中で繋がりや交流も
広がります。 

・数学は難しいけど大学生に
教えてもらえてよかった。
・友達と一緒に勉強ができた。
・定期テストがんばります！
・学習カフェこれからもやって
ほしいです。

学習カフェを運営している
こども食堂ぽかぽか

メンバー 竹内 治代 さん

町 民 の 声町 民 の 声
阿中生のための「学習カフェ」

～子どもたちの居場所として～

次回の議会だよりは令和８年11月１日発行です

編　集　後　記
　議会だよりを編集する中で皆様へのインタビューを行っ
たところ、「読みやすくなってきた」「チャレンジし続けて
いるね」というお言葉をいただき、編集メンバーとしてとて
も励みになりました。 
　今後も引き続き、読者目線を忘れず、発行が待ち遠しく
なるような内容をお届けしていきたいと思います。

（竹内 啓視）

● 委 員 長／鈴村　算久
● 副委員長／廣瀬　　実
● 委　　員／竹内　啓視
● 委　　員／都築　清子
● 委　　員／新美加寿奈
● 委　　員／山本　恭久

議会だより編集特別委員会

たけうち はる よ

学習支援ボランティア

齊藤 智己 さん（高1）
さいとう とも き

人に教える事は初め
ての経験でしたが、
思いがけず楽しかっ
たです。
教える事で自分も成
長できた気がするの
で嬉しいです。

利用者の声

6月は
延べ202人が参加
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